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【
大
田
・
書
記
・
川
本
肇
通
信

員
】
大
田
区
南
千
束
、
勝
海
舟
ゆ

か
り
の
地
に
旧
清
明
文
庫
・
勝
海

舟
記
念
館
は
あ
り
ま
す
。

勝
海
舟
は
、
1
8
2
3
年
に
江

戸
で
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
剣

道
に
励
み
19
歳
の
時
に
は
直
心
影

流
剣
術
の
免
許
皆
伝
を
受
け
て
い

る
剣
の
達
人
。
蘭
学
を
学
び
、
1

8
6
0
年
に
は
咸
臨
丸
で
渡
米

し
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活

躍
し
、
現
在
の
日
本
の
礎
を
築
い

た
人
物
で
す
。
ま
た
平
和
主
義
者

で
人
を
斬
ら
な
い
、
日
清
戦
争
に

は
反
対
、
江
戸
城
無
血
開
城
な
ど

で
も
有
名
で
す
。

勝
海
舟
は
晩
年
、
洗
足
池
の
ほ

と
り
の
土
地

を
購
入
し
て

別
荘
を
建
設

（
洗
足
軒
）。

旧
清
明
文
庫

は
、
勝
海
舟

の
没
後
、
1

9
2
8
年
に

財
団
法
人
清

明
会
に
よ
っ

て
、
洗
足
軒

の
保
存
や
勝

海
舟
関
係
の

図
書
を
集
め

て
公
開
す
る

目
的
で
洗
足
軒
の
付
近
に
建
築
さ

れ
ま
し
た
。
2
0
0
0
年
に
は
国

の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、
2

0
1
2
年
に
は
大
田
区
が
旧
清
明

文
庫
を
購
入
の
上
改
修
、
2
0
1

9
年
に
勝
海
舟
記
念
館
と
し
て
開

館
し
ま
し
た
。
大
人
3
0
0
円
の

入
場
料
で
勝
海
舟
の
歩
み
を
堪
能

で
き
ま
す
。
ま
た
、
付
近
に
は
、

勝
海
舟
夫
妻
の
墓
所
も
あ
り
見
学

可
能
で
す
。

こ
の
建
物
は
2
階
建
て
と
3
階

建
て
の
構
造
部
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
2
階
建
て
部
分
を
見
学
で
き

ま
す
。
フ
ァ
サ
ー
ド
の
垂
直
に
伸

び
る
特
徴
的
な
4
本
の
柱
は
ネ
オ

・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
。
玄
関
扉
の
幾

何
学
模
様
や
内
装
に
は
ア
ー
ル
・

デ
コ
様
式
が
見
ら
れ
ま
す
。
外
壁

は
3
層
に
分
か
れ
、
基
壇
部
と
上

部
は
人
造
石
洗
い
出
し
仕
上
げ
。

中
段
部
が
リ
シ
ン
搔
き
落
と
し
仕

上
げ
。
特
に
外
壁
は
改
修
時
に
建

築
当
時
の
状
態
に
丁
寧
に
戻
し
た

と
の
こ
と
で
、
当
時
の
材
料
や
色

味
を
楽
し
め
る
建
築
物
と
し
て
も

見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

勝
海
舟
生
誕
2
0
0
周
年
の
今

年
、
歴
史
と
平
和
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

20
数
年
前
、
知
人
か
ら
演
劇
業

界
な
ら
誰
も
が
知
る
Ａ
さ
ん
を
紹

介
し
て
い
た
だ
い
た
。
打
合
せ
は

い
つ
も
Ｂ
さ
ん
が
同
席
。
Ｂ
さ
ん

は
協
力
会
社
の
社
長
で
こ
の
方
も

業
界
有
名
人
。
Ａ
さ
ん
59
歳
、
Ｂ

さ
ん
58
歳
、
私
は
31
歳
で
な
ん
と

か
独
り
立
ち
し
た
頃
。
歳
と
経
験

の
差
が
圧
倒
的
で
大
げ
さ
で
な
く

雲
の
上
の
人
に
感
じ
た
。

当
時
私
は
敬
語
が
う
ま
く
使
え

ず
タ
メ
口
に
な
る
時
や
世
間
知
ら

ず
な
所
も
あ
り
、
打
合
せ
は
い
つ

も
途
中
か
ら
説
教
に
。
「
表
に
出

ろ
」
や
「
代
り
は
い
く
ら
で
も
い

る
」
な
ど
毎
回
言
わ
れ
、
私
は
な

だ
め
る
の
で
精
一
杯
。
当
時
は
ス

パ
ル
タ
と
感
じ
た
が
、
今
な
ら
パ

ワ
ハ
ラ
。
説
教
の
内
容
は
言
葉
遣

い
や
人
と
の
接
し
方
、
仕
事
の
心

得
、
世
の
中
や
業
界
の
仕
組
み
な

ど
。
言
葉
は
ひ
ど
い
が
内
容
に
間

違
い
は
な
く
納
得
で
き
た
の
で
仕

事
は
続
け
ら
れ
た
。

半
分
説
教
な
の
で
一
方
的
な
打

合
せ
で
無
茶
な
注
文
が
多
か
っ

た
。
私
か
ら
す
る
と
無
理
難
題
だ

が
、
Ａ
さ
ん
の
仕
事
な
の
で
私
の

前
の
美
術
家
は
一
流
の
人
。
Ａ
さ

ん
は
前
の
美
術
家
と
同
じ
高
い
レ

ベ
ル
を
要
求
し
て
い
る
だ
け
で
当

然
の
こ
と
。
若
い
の
で
至
ら
な
い

な
が
ら
、
無
理
難
題
を
か
な
え
る

達
成
感
と
ト
ン
チ
や
禅
問
答
を
解

く
様
な
感
覚
を
半
分
楽
し
み
な
が

ら
な
ん
と
か
形
に
し
て
い
た
。

そ
の
う
ち
あ
る
程
度
評
価
さ
れ

て
お
得
意
先
に
な
っ
た
。
し
か
し

打
合
せ
が
説
教
に
な
る
の
は
毎
回

同
じ
。相
当
ス
ト
レ
ス
だ
っ
た
が
、

私
の
実
力
以
上
の
仕
事
の
内
容
か

つ
規
模
で
得
る
も
の
は
圧
倒
的
に

多
く
断
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

さ
す
が
に
5
年
た
つ
と
説
教
が

な
い
普
通
の
打
ち
合
わ
せ
に
な
っ

た
。
今
は
リ
タ
イ
ヤ
さ
れ
て
取
引

は
な
い
が
、
仕
事
と
生
き
方
を
鍛

え
ら
れ
た
。

（
狛
江
）

舞
台
大
工

寺
岡
崇

逆
転
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
級
の
話

か
と
思
っ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
発
表
し

た
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
（
ア
イ
オ
ン
）
の
こ

と
だ
が
、
こ
の
次
世
代
の
通
信
技

術
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
低

遅
延
・
低
消
費
電
力
を
実
現
で
き

る
と
い
う
。

報
道
で
は
「
日
本
が
世
界
に
誇

る
画
期
的
な
技
術
」
だ
と
紹
介
さ

れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
こ
れ
で
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
通
信
分
野
で
の
世
界
制
覇
を

狙
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、
鼻
息
が

荒
い
。
停
滞
す
る
日
本
経
済
に
と

っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
話
題
だ
。

途
中
で
電
気
に
変
換
せ
ず
に
光

の
み
で
通
信
を
行
な
う
た
め
、
速

く
て
、
電
力
消
費
に
よ
る
熱
も
発

し
な
い
と
い
う
。
車
の
自
動
運
転

や
遠
隔
手
術
な
ど
で
は
必
須
だ
ろ

う
が
、平
和
的
運
用
を
願
い
た
い
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

1
9
5
3
年
に
三
条
実
業
高

校
に
入
学
し
た
馬
場
正
平
は
、

野
球
部
入
部
を
希
望
。し
か
し
、

当
時
1
9
0
㎝
超
の
身
長
は
さ

ら
に
伸
び
続
け
、
足
も
規
格
外

の
サ
イ
ズ
に
な
り
、
合
う
ス
パ

イ
ク
が
な
く
て
断
念
、
一
旦
は

美
術
部
に
入
部
し
た
。

新
潟
で
布
教
活
動
し
て
い
た

米
国
人
牧
師
が
そ
の
こ
と
を
知

り
、
特
注
ス
パ
イ
ク
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。晴
れ
て
野
球
部
に
入
り
、

巨
人
軍
に
入
団
す
る
こ
と
が
で

き
た
正
平
は
、
そ
の
後
プ
ロ
レ

ス
界
入
り
し
、
世
界
の
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
馬
場
と
な
っ
た
。

【
本
部
・
村
松
加
代
子
記
】

日
本
で
は
人
権
教
育
で
個
人
の

「
思
い
や
り
」
と
い
っ
た
精
神

面
を
強
調
し
ま
す
が
、
そ
も
そ

も
国
際
人
権
で
は
、
人
権
実
現

の
義
務
を
政
府
に
定
め
て
い
ま

す
。
「
生
ま
れ
て
き
た
人
間
す

べ
て
に
対
し
て
、
そ
の
人
が
能

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
政

府
は
そ
れ
を
助
け
る

義
務
が
あ
る
。
そ
の

助
け
を
要
求
す
る
権

利
が
人
権
。
人
権
は

誰
に
で
も
あ
る
」（
人

権
高
等
弁
務
官
事
務

所
に
よ
る
人
権
の
説

明
）
。
コ
ア
と
な
る

国
際
人
権
条
約
9
つ

の
う
ち
日
本
は
8
つ

を
批
准
。
条
約
や
勧

告
の
実
施
に
責
任
を

負
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
2
0

1
3
年
6
月
に
は
、

当
時
の
安
倍
政
権
は

条
約
機
関
の
勧
告
に

は
法
的
拘
束
力
が
な
い
の
で
従

う
義
務
が
な
い
と
い
う
閣
議
決

定
」
を
し
た
。
「
そ
の
よ
う
な

態
度
は
人
権
条
約
を
前
に
あ
り

え
な
い
、
そ
ん
な
こ
と
を
明
言

し
て
い
る
の
は
先
進
国
で
は
日

本
だ
け
で
非
常
に
残
念
だ
」（
当

時
の
国
連
社
会
権
規
約
委
員
会

委
員
）。
深
刻
な
人
権
侵
害「
貧

困
」
は
、
「
尊
厳
を
も
っ
て
生

き
る
基
本
的
な
能
力
を
欠
い
て

い
る
状
態
」
（
国
連
社
会
権
規

約
委
員
会
）
。
政
府
は
充
足
義

務
が
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
生
活
保
護
を

抑
制
、「
水
際
作
戦
」

「
扶
養
照
会
」
問
題

を
多
発
さ
せ
て
い

る
。他

方
、
著
者
が
住

む
英
国
で
は
、
「
同

居
し
て
い
る
夫
婦
間

と
16
歳
未
満
の
子
ど

も
に
対
し
て
以
外
に

扶
養
義
務
は
な
い
の

で
、
日
本
の
よ
う
な

広
範
囲
な
扶
養
照
会

は
な
い
。
逆
に
、
役

所
か
ら
は
『
生
活
保

護
を
申
請
で
き
る
の

に
、
ど
う
し
て
離
れ
て
暮
ら
す

親
に
頼
る
の
か
』
な
ど
と
言
わ

れ
る
」
と
の
事
。

著
者
は
、
政
府
の
態
度
を
許

し
て
き
た
責
任
は
我
々
市
民
や

マ
ス
コ
ミ
に
も
あ
る
と
指
摘
。

い
か
に
政
府
に
義
務
を
果
た
さ

せ
て
い
く
か
も
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
一
読
を
。
（
集

英
社
新
書
、1
1
0
0
円
税
込
）

源
覚
寺
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東急池上線
洗足池駅
徒歩６分

勝
海
舟
記
念
館

勝
海
舟
記
念
館

仕
事
と
人
生
の
師
に

人斬らぬ剣豪の歩み
建築物としても見応えあり

鍛
え
ら
れ
た
若
か
り
し
頃

藤田 早苗

当初の仕上げ状態を復元した外壁も楽しめる

人権後進国・日本の問題を明らかに
日本の貧困・報道・差別日本の貧困・報道・差別

武器としての国際人権武器としての国際人権

チ
ョ
ッ
ト
一
服（
１０７８
）


